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ある。好況下の事業者が(先進国民からみれば〉名目的な賃金も支払わずに，歴史的存在化しつ

つあった奴隷的労働を強制する現象が一般的だったとは考えがたい。不払い労働が一般的だった

少数派地域のなかには，賃金労働慣行がなかった地域があったのかもしれなし、。制強制作付L

全農民が全可耕地に全労働力を投下して「完全経営」を続けていれば農業経営上の重大問題だっ

たのだろうが， i完全経営」状態が一般的な地域があったとは考えられなし、から，可能な範囲で作

付要求に応じられた農民が多数を占める地域が多かったと考えざるをえなL、。商品的生産の経験

の少なかった農耕民にとって強制作付は強制以外の何ものでもなかったのだろうが，強制された

結果うけとった(先進国民からみればわずかな〉対価をそれなりに評価した人々も多かったのだ

ろう。労働力妓き取りが一般的には重大な影響を与えなかったことは既述した〈註14参照〕。植民

地経営は福祉事業ではなく，人種主義的思想が支配的だったから，植民地でもあらゆる経済的機

会を宗主国企業 ・国民が利用しようとして，住民を差別しつづけていたことはいうまでもないが，

世界大戦の戦争景気では現地住民が 「おこぼれ」にあずかる機会が多く ，(宗主先進国民からみれ

ば〉わずかな「おこぼれ」が自給自足的生活から多少離陸していた人々の生活に大きな影響を与

えたことを強調したし、。スベイン風邪の大流行による死亡率の橋大を植民地 ・発展途上国の全般

的生活破壊の結果とする論調には疑問を感じざるをえない。

インドでも農産物を中心に貿易額が減ったことを，スペイン風邪による多数死亡とともに住民

一般の生活条件の悪化の兆候である主張する(清水，1982; pp. 264， 268)ことが多い。第一次

大戦期のインド経済は一般の植民地 ・発展途上国に比べてかなり特異だった (ibid.; p.265)か

ら，戦争景気の影響が弱かったことを認めるべきかもしれないが，イギリスを中心とした植民地

主義的貿易構造のなかで搾取が続いていたと主張する一方で，その貿易が縮小したから生活条件

が悪化したとするのは明らかに矛盾している。収奪的貿易が縮小して，圏内消費むけの生産が増

大した (ibid.; PP.266-267)から，住民の生活状況は改善されたとみるべきであろう。

(20) 伝統的生活にも過酷な側面があるのが普通だったから，始まったばかりの生活近代化に過酷な

側面があることを抵抗なく受け容れた住民も多かったろう。少しずつ理解しはじめた近代的生活

に嫌悪感をもっ住民もいたが，好意的関心をもっ住民も少なくなかったことは明らかだろう。

(20 本稿では戦間期を扱わない。戦間期には，第二次大戦後と同様の戦争景気の持続，その後の世

界恐慌，旧戦争景気国の非民主化などの現象があるので，稿を改めて論ずる予定である。

(22) 戸部は「戦争指導」が欠落していたと考えた。

(23) 第三帝国の総力戦体制移行を，電撃戦構想、が破綻し，対ソ戦が謬着した1942年 2月頃とする考

え方(山崎， 1979; p. 64)は，悪化する戦局下での国民生活水準低下政策と 「総力戦Jを混同し

ている。日中戦争の途中から日本帝国政府が国民の生活水準を低下させる日本帝国型総力戦政策

を採用したことは，日中戦争が途中から敗戦状態に移行していたことを意味すると考えるべきな

のかもしれない。

(24) 国民生活の水準低下政策を採用した政府が近代国家の政府であることを自ら放棄した前近代的

機関であることが，日本帝国臣民の眼にも明らかだったことは第二次大戦中の神秘主義的国家思

想の浸透から理解できょう。

(紛商業的輸出入による戦争準備を考えていた第一因物動計画を自給的生産拡充計画に改訂せざる

をえなかった1938年 1月(塩崎， 1987; p.156)以降は，自給的総力戦が不可能であることを公

言できなかったのだろう。寺田粥吉も一連の総力戦関係著述の初期には植民地生産力の総力戦投

入に言及した(寺田， 1941; p.67)が，大部分の著作では植民地一体型総力戦に全く言及しなか

った。 1941年12月の日本帝国参戦以降は，連合王国の宗主国植民地一体型総力戦を戯画化した

(沖中，1943; p.40)論調が一般的で，一国自給主義が総力戦の基本であるとの主張が一般化し

た (和田， 1943; p.28)。戦後日本の強度の独占的経済〔木村， 1983; PP.62-63)が日本帝国の
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奇形的総力戦の最も目立つ産物だったとみることもできょう o

(26) 中小企業でも，朝鮮では日系企業が半数近かったが，台湾 ・「満州」では中国人企業が優勢だっ

た (金子， 1986; p. 753)。

的) 強力な言論統制下での出版物だから，戦時中の文献の著者の意図の判断には慎重を要すること，

本稿に原文献の著者の隠された意図とは大きく異なる意図で選択した引用があることは承知して

いる。ここで言及した武村， 1943も表向きは軍部迎合的だが，植民地生産力を動員しない総力戦

を否定して，1"ー園民のアウタノレキー化のみによっては長期載の安定は望み得ないJ(p.168)と主

張するなど軍部批判的な姿勢が背後にあったことを感じさせる。

(28) 現地にくるまでは旧植民地の事情をよく知ることができなかったが，日本帝国の学校教育のと

おりだったと感じること。帝国教育に批判的だった当時の日本国籍知識人も，帝国教育にも正確

な一部分があったと感じて，帝国教育を単に否定するだけではない自らの客観性を確認できたろ

う。
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